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■特集
特集１　新しい日向市総合計画を策定

 まちづくりのキャッチフレーズは ?
特集２　平成 19 年度市の当初予算のお知らせ

 みるみるわかる今年の予算 !
■市政の動き
 初代副市長就任、ＡＥＤを 57 か所に配備　など
■まちの話題
 牧水ウオーク、まちの駅オープン　など
■インフォメーション　　　　　　　　　　
 軽自動車をお持ちの方へ減免申請をお忘れなく
 市営住宅入居者を募集します
 お済みですか？児童手当認定請求の手続き　など
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総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
自
治
体
の
行
政
運
営
に
お

け
る
最
上
位
計
画
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
で

そ
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
新
し
い
日
向
市
総
合
計
画
」
は
、
行
政

の
最
上
位
計
画
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
向
市

と
い
う
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の

計
画
で
あ
り
、
市
民
と
行
政
が
と
も
に
地
域

社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
「
市
民

共
有
」
の
指
針
と
し
て
策
定
を
行
な
い
ま
し

た
。

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
市
民
が
奏
で
る
〝
交
響
〟
空
間

　

優
し
く 

強
く 

温
か
い 
人
と
ま
ち
」

　

本
計
画
は
、
日
向
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
進

む
べ
き
方
向
と
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

応
じ
て
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
「
市
民
共
有
」
の
指
針
と
な
る
も

の
で
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
企
業
な
ど
、
日
向
市
と
い
う
地
域
社
会

を
構
成
す
る
全
て
の
主
体
が
連
携
し
、
互
い

に
響
き
あ
い
高
め
あ
い
な
が
ら
協
働
に
よ
り

新
し
い
日
向
市
と
い
う
空
間
を
創
っ
て
い
く
、

こ
の
よ
う
な
姿
を
「
市
民
が
奏
で
る
〝 

交
響
〟

空
間
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
助
中
心
で

あ
っ
た
行
政
主
導
に
よ
る
地
域
づ
く
り
か
ら
、

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
が
う
ま
く
融
合
さ
れ

た
社
会
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。「
地
域
の
あ
り
方
は
地
域

が
決
め
、
地
域
が
担
う
」
と
い
う
視
点
の
も

と
、
市
民
は
地
域
の
主
役
と
な
っ
て
、
ま
ず
、

自
立
し
、
そ
の
上
で
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
が
融
合

さ
れ
た
社
会
に
よ
り
、
自
立
し
た
市
民
と
日

向
市
を
、「
優
し
く 

強
く 

温
か
い 

人
と
ま
ち
」

と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
、「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

よ
り
、
自
立
し
た
市
民
と
日
向
市
」
を
表
し

て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
構
成

　

本
計
画
は
、
「
基
本
構
想
」
と
「
基
本
計

画
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
基
本
構
想
」
で
は
、
時
代
背
景
や
本
市

の
特
性
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
目

指
す
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
計

画
の
期
間
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
28
年

度
の
10
か
年
で
す
。

　

「
基
本
計
画
」
で
は
、
市
の
現
状
を
分
析

し
た
上
で
、
計
画
期
間
中
に
重
点
的
に
取
り

組
む
施
策
を
「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
分
野
毎
の
「
現

況
と
課
題
」
「
施
策
の
展
開
」
「
市
民
と
行

政
の
役
割
」
、
そ
し
て
「
目
標
値
」
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
期
間
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成

23
年
度
の
５
か
年
で
す
。

計
画
の
策
定
経
過

　

本
計
画
は
、「
市
民
共
有
」
の
指
針
と
な
る

も
の
で
す
の
で
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
な
ど
、
素
案
段
階
か
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
策
定
作
業
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
策
定
経
過
も
随
時
公
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
多
く
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
策
定
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
総
合
計

画
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
「
日
向
市
総
合
計

画
審
議
会
」
へ
も
、
今
回
初
め
て
３
名
の
市

民
公
募
委
員
に
ご
就
任
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
す
。
総
合
計
画
審
議
会
で
は
、
５
回
に
わ

た
り
活
発
に
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、
２
月
28

日
に
、
審
議
会
会
長
の
金
子
弘
二
さ
ん
か
ら
、

総
合
計
画
案
が
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
案
は
、
そ
の
後
、
市
議
会
の
「
総

合
計
画
基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会
」
で
ご

審
議
い
た
だ
き
、
３
月
26
日
の
市
議
会
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
を
見
る
に
は

　

総
合
計
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
が
、
市
役
所
や
市
の
公
共
施

設
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ご
覧
に
な

り
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
窓
口
に
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
区
長
公
民
館
長
さ
ん

を
通
じ
て
、
各
区
の
公
民
館
に
も
置
い
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

新しい
日向市総合計画 を策定しました

まちづくりのキャッチフレーズは

市
で
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
新
し
い
日
向
市
総
合
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
総
合
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
協
力
し
て
日

向
市
と
い
う
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
重
要
な
計
画
で
す
。

今
月
は
、「
新
し
い
日
向
市
総
合
計
画
」
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新しい日向市総合計画構成図

●計画の期間

 平成19年度から平成28年度

●地域経営の基本理念

 「市民との協働」と「地域力の活用」

●将来にわたって持続可能な地域経営

 マネジメントシステムの構築

優
し
く 

強
く 

温
か
い 

人 

と 

ま
ち

市
民
が
奏
で
る
〝
交
響
〞
空
間

交
流

活発な交流により豊か
さが享受できる社会

く
ら
し

健康で安心してくらせる
社会

産
業

元気で活力ある産業が
育っている社会

環
境

自然と共生した快適な
環境の社会

Ⅰ 未来を拓く人が育つまちづくり
 ① 楽しみ生きがいを感じる生涯学習社会づくり
 ② 創造性豊かでたくましい人を育む基盤づくり
 ③ 地域の個性を生かした文化・生涯スポーツの振興
 ④ 人権と平和を尊重する人づくり

Ⅱ 健康で安心してくらせるまちづくり
　① いきいき健康まちづくり
 ② 地域でともに支えあう社会づくり
 ③ 安心して子どもを生み育てられる社会づくり
 ④ 高齢者が生きがいを持って安心してくらせる社会づくり
 ⑤ 障がいのある人が自立した生活を営むことができる社会づくり
 ⑥ 消防・防災体制の整った社会づくり
 ⑦ 防犯・交通安全・消費者保護対策の強化と衛生対策の充実

Ⅲ 元気で活力ある産業が育つまちづくり
　① 豊かな食とくらしを創造する農林水産業の振興
 ② 知恵と技術に立脚した商工業の振興
 ③ 意欲にあふれ安心して働ける就業環境の整備
 ④ 豊かな自然とおもてなしの心で育まれる観光の振興

Ⅳ 自然と共生した快適な環境のまちづくり
　① 人と自然の共生した環境にやさしい社会づくり
 ② 良質な水の供給と処理
 ③ 災害に強く快適な住環境の整備
 ④ 自然に調和した安全・安心な公園・緑地・水辺環境の整備
 ⑤ 美しい景観の保全・形成と土地利用の推進

Ⅴ 活発な交流により豊かさが享受できるまちづくり
 ① 地域づくりを支える団体等の育成
 ② 交流・連携を促進する交通環境の整備
 ③ にぎわいと活気に満ちた中心市街地の形成
 ④ 高度情報化の推進
 ⑤ 国際化の推進

個性あふれる人材が育ち、
輝かしい未来に挑戦して
いる社会

人

★“優しい”人とまちプロジェクト
 ●地域コミュニティの活性化などにより、地域で共に支えあう優しいまちづくり
 ●ユニバーサルデザインのまちづくり

★産業“元気”プロジェクト
 ●日向入郷ブランドの確立による攻めの農林水産業
 ●企業立地の推進による雇用の創出
 ●産業を支える人材の育成

★交流“にぎわい”プロジェクト
 ●日向市駅を中心とした“街なか”が日向入郷圏域の顔となるまちづくり
 ●九州の交流拠点となるまちづくり、福岡戦略
 ●世界へ開かれた細島港が真の「九州の扇の要」となる取り組み

★地域の宝“きらり”プロジェクト
 ●地域の宝をまちづくりに生かす
 ●国民的歌人「若山牧水」、「黒潮文化」と「森林文化」の融合

★みんなで育む“ひゅうがっ子”プロジェクト
 ●次代を担う“ひゅうがっ子”の育成
 ●温かい家庭と地域で育まれる“ひゅうがっ子”

分野別の施策

重点プロジェクト

将来像

キャッチ
フレーズ

新しい
日向市総合計画 を策定しました
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平
成
19
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
、
年
間
見
込
み
う
る
経
費
を

す
べ
て
計
上
す
る
「
通
年
予
算
」

と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
財
源
枠
を
配
分
す
る
「
枠
配

分
予
算
編
成
方
式
」
を
課
か
ら
部

局
ご
と
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政

策
重
点
化
枠
を
生
み
出
す
な
ど
、

戦
略
性
の
高
い
事
業
の
構
築
を
目

指
し
、
市
民
と
の
協
働
に
向
け
た

取
り
組
み
（
新
し
い
公
共
空
間
の

創
出
）
の
推
進
を
図
る
た
め
の
施

策
や
事
業
の
選
択
を
行
い
な
が
ら

事
務
事
業
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
縮

減
を
進
め
、
よ
り
自
主
・
自
立
性

の
高
い
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

平成 19 年度市の当初予算のお知らせ

みるみるわかる今年の予算

■特別会計　　　　　　198 億 9,730 万円
　一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般会
計と区分して個別に処理するための会計で
す。今年度は全体で 14 の特別会計となって
います。
●公営住宅事業　　           3 億 7,900 万円
●財光寺南土地区画整理事業　  5,400 万円
●財光寺南第 2 土地区画整理事業　　　　  
                                            2,100 万円
●城山墓園事業　　                    600 万円
●簡易給水施設事業　　　           130 万円
●細島東部住環境整備事業　　  2,100 万円
●簡易水道事業　              1 億 2,600 万円
●下水道事業　                  20 億 800 万円
●農業集落排水事業　　     3 億 4,100 万円
●国民健康保険事業　      70 億 9,000 万円
●介護保険事業勘定　         36 億 700 万円
●介護サービス事業勘定　　     9,400 万円
●日向入郷地域介護認定審査事業
                                             5,400 万円
●老人保健事業　　         60 億 9,500 万円

■企業会計
地方公営企業法の全部または一部の適用を受
ける公営企業会計のことです。
●水道事業会計　            18 億 1,684 万円
　前年度よりも 4,860 万円 (2.7％ ) 増えま
した。
●病院事業会計　              3 億 8,400 万円
　前年度よりも 2,870 万円 (7.0％ ) 減りま
した。

歳出
は、義務的経費については、退職手
当等の増により人件費が 3.3％、扶助
費が 1.9％、公債費が 3.6％の増とな
り、全体でも 2.9％の増となりました。

任意的経費については、経費の節減等もあって３月補正後比
2.2％の減となっています。投資的経費については、普通建設
事業費の抑制を国・県同様に推し進めたことにより、7.2％の
減となりました。

＊　用　語　解　説　＊

●市債　大規模な事業を行うときなど、国

や金融機関などから借り入れるお金

●扶助費　老人福祉法等に基づき、被扶助

者に対して支給する経費

●公債費　市が、国や金融機関などから借

りたお金を返すための経費

●積立金　公共施設の整備や福祉事業など、

今後予想される支出（歳出）に対して積み

立てるお金

●繰出金　一般会計と特別会計、または特

別会計相互間において支出される経費

●補助費等　他の地方公共団体への負担金

や民間団体等へ交付される補助金など

●物件費　人件費、維持補修費、扶助費、

補助費等以外の市が支出する消費的性質の

経費

歳入
は、定率減税の廃止に伴い市税が平成
18 年度３月補正後の 7.5％の増とな
りました。また、財源調整等のための
基金繰入もあって、繰入金が 65.6％

の増となり、自主財源は 7.2％の増となりました。一方依存
財源については、税源移譲に伴う所得譲与税の廃止もあって、
地方譲与税が３月補正後の 53.7％の減、市債は 2.1％の増と
なり、依存財源全体では 4.6％の減となっています。

今
月
号
で
は
、
平
成
19
年
度
日
向
市
当
初
予
算
の

一
般
会
計
の
歳
入
、
歳
出
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
市
の
当
初
予
算
の
お
知
ら
せ

み
る
み
る
わ
か
る
今
年
の
予
算

平
成
19
年
度
予
算
の

編
成
方
針
と
特
色●民生費　　　 121,445 円　福祉や保育所の運営などに使うお金

●土木費　　　　68,718 円　道路・住宅の建設、河川の維持などに使うお金

●公債費　　　　55,291 円　国や金融機関から借りたお金を返すお金

●総務費　　　　44,095 円　市の事務や財産管理などに使うお金

●教育費　　　　36,136 円　小中学校教育や社会教育、体育事業に使うお金

●衛生費　　　　26,300 円　保健、衛生、環境業務などに使うお金

●農林水産業費　18,782 円　農林水産業の振興などに使うお金

●消防費　　　　13,657 円　消防や救急業務、防災活動などに使うお金

●商工費　　　　13,339 円　商工業の振興や企業誘致、観光などに使うお金

●議会費　　　　  3,872 円　議会活動に使うお金

●災害復旧費　　　  159 円　道路や農業施設などの災害復旧に使うお金

●予備費　　　　　  159 円　緊急時に備えるためのお金

●労働費　　　　　  121 円　雇用対策に使うお金

◎合計　　　　 402,074 円（日向市民一人あたりの一般会計予算額） 

た
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
は
、「
新

し
い
日
向
市
総
合
計
画
」
の
ス
タ

ー
ト
の
年
で
あ
り
、
限
り
あ
る
経

営
資
源
の
有
効
活
用
と
「
市
民
が

奏
で
る
〝 

交
響 

〟
空
間　

優
し

く
強
く
温
か
い
人
と
ま
ち
」
に
向

け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る

た
め
、「
新
し
い
日
向
市
総
合
計

画
」
に
掲
げ
る
重
点
施
策
に
該
当

す
る
事
業
に
つ
い
て
は
重
点
的

に
、
投
資
的
事
業
に
つ
い
て
は
計

画
的
に
財
源
を
配
分
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
民
と
の
協
働

を
基
本
理
念
と
し
て
「
市
民
が
奏

で
る
〝 

交
響 

〟
空
間　

優
し
く

強
く
温
か
い
人
と
ま
ち
」
の
実
現

を
基
調
と
し
て
編
成
し
た
平
成
19

年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
は
、
一
般

会
計
で
２
５
３
億
１
、７
０
０
万

円
、
平
成
18
年
度
３
月
補
正
後
予

算
比
で
0.4
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
詳
し
い
事
業
の
概
要
は
、

６
月
号
広
報
ひ
ゅ
う
が
別
冊
「
み

る
み
る
わ
か
る
今
年
の
仕
事
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市民が奏でる
“交響”空間
優しく強く
温かい人とまち

402,074円

使いみちは 1 人あたり　

〔単位：千円（％）〕

市税
6,797,414
（26.8）

地方交付税
6,685,104
（26.4）

国庫支出金
3,309,345
（13.1）

県支出金
1,564,434
（6.2）

市債
2,808,705
（11.1）

自主財源
9,776,202
（38.6）

依存財源
15,540,798
（61.4）

分担金及び負担金
577,758（2.3）

繰入金
1,180,909（4.7）

諸収入
881,589（3.5）

財産収入
233,243（0.9）

地方譲与税
334,547（1.3）

利子割交付金
12,580（0.1）
配当割交付金

11,858（0.0）
株式等譲渡所得割交付金

11,074（0.0）
地方消費税交付金
604,675（2.4）

ゴルフ場利用税交付金
9,828（0.0）

自動車取得税交付金
102,270（0.4）
地方特例交付金
68,378（0.3）

交通安全対策特別交付金
18,000（0.1）

使用料及び手数料
105,285（0.4）

その他
4（0.0）

歳入歳入

一般会計・歳入　253億1700万円

義務的経費
13,809,139
（54.6）

任意的経費
7,418,535
　（29.3）

普通建設事業費
4,069,310
（16.1）

繰出金
2,825,352
（11.2）

投資的経費
4,079,326
（16.1）

人件費
5,342,326
　（21.1）

扶助費
4,985,425
（19.7）

公債費
3,481,388
（13.8）

物件費
2,425,690
（9.6）

維持補修費
152,908（0.6）

積立金
54,415（0.2）

貸付金
545,121（2.1）

予備費
10,000（0.0）

補助費等
1,415,049
（5.6）

災害復旧事業費
10,016（0.0）

歳出歳出

一般会計・歳出　253億1700万円

平成 19 年 4 月 1 日現在　人口 62,966 人
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市政の動き

来
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て

　

大
王
谷
小 ―

 

中　
「
学
び
の
か
け
橋
」
完
成

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
、
ま
た

は
設
備
の
整
備
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
た

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
整
備
さ
れ
ま
し
た

日
向
市
で
は
18
年
度
に
次
の
４
カ
所
に
設

備
が
整
備
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
緊
急
時
の
情
報
伝
達
、
各
行
事
の
広
報

等
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進

す
る
た
め
に
、
無
線
放
送
設
備
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

･

西
草
場
自
治
公
民
館

･

高
松
自
治
公
民
館

･

金
ヶ
浜
自
治
公
民
館

●
住
民
の
健
康
づ
く
り
と
交
流
の
機
会
を

増
や
す
こ
と
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
備
品
設
備
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

･

小
野
田
区
自
治
公
民
館

　

卓
球
用
具
一
式

　

卓
球
台
４
台
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ッ
ト
４
組

　

ラ
ケ
ッ
ト
��
組
、
ピ
ン
球
７
箱
、
防
球

　

フ
ェ
ン
ス
及
び
カ
バ
ー
６
組
、
卓
球
台

　

カ
バ
ー
４
組
、
ボ
ー
ル
ス
タ
ン
ド
２
組

　

カ
ウ
ン
タ
ー
２
組

「
助
役
」を
廃
止
し
、「
副
市
長
」
を
新
設

　

京
野
邦
生
が
初
代
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器

の
こ
と
で
、「
突
然
の
心
停
止
」
を
起
こ

し
た
傷
病
者
の
命
を
救
う
た
め
の
医
療
機

器
で
す
。
心
停
止
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
心

室
細
動
」（
心
臓
が
不
規
則
に
け
い
れ
ん

を
起
こ
し
て
い
る
状
態
）
を
正
常
に
戻
す

た
め
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
電
気
シ
ョ

ッ
ク
し
か
治
療
の
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
医
師
や
救
急
救
命
士
だ

け
し
か
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た

人
が
早
期
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
治
療
を
行
う

「
も
し
も
」
の
た
め
に―

　

市
内
57
か
所
の
公
共
施
設
な
ど
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備

こ
と
に
よ
っ
て
、
救
命
の
チ
ャ
ン
ス
が
高

く
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
７
月

か
ら
一
般
市
民
の
人
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、「
も
し
も
」
の
こ

と
が
あ
っ
た
場
合
に
早
期
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
と
、
各
公
共
施
設
・
小
中
学
校
、

不
特
定
多
数
の
方
が
集
ま
る
観
光
施
設
な

ど
を
中
心
に
合
計
��
か
所
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
機
器

の
配
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
づ

く
り
課
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種
行

事
に
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
安
全
に
機
能
す
る
た
め
に

は
、
機
器
の
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
取
扱
方
法
を
正
し
く
理
解
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
の
講
習
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
受
講
し
て
正
し
い
知
識

と
使
い
方
を
学
び
、
も
し
も
の
と
き
に
対

応
で
き
る
自
信
と
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課
健
康
推

進
係
（
☎
内
線
２
１
８
３
）

　

地
方
の
自
主
性
や
自
立
性
を
拡
大
す
る

た
め
、
平
成
18
年
６
月
に
地
方
自
治
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
19
年
４
月
か
ら

助
役
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
に
副
市
長
制

度
を
導
入
、
初
代
副
市
長
に
、
京
野
邦
生

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

就
任
式
で
は
、
市
職
員
を
前
に
「
副
市

長
と
し
て
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
。
日
向
市
勢
発
展
の

た
め
、誠
心
誠
意
全
力
で
取
り
組
み
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

副
市
長
の
職
務
は
、
単
に
市
長
の
補
佐

に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
長
か
ら
権
限
や
判
断

を
委
任
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
副
市
長

の
自
ら
の
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、
素

早
い
政
策
対
応
な
ど
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な

行
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
執
行
体
制
の
強
化

を
さ
ら
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
同
改

正
法
に
よ
り
会
計
管
理
の
責
任
者
で
あ
る

収
入
役
も
廃
止
と
な
り
、
新
た
に
一
般
職

の
会
計
管
理
者
を
置
き
、
以
前
よ
り
も
会

計
管
理
に
特
化
し
た
業
務
を
行
い
ま
す
。

【
略
歴
】

京
野
邦
生
（
き
ょ
う
の
く
に
お
）

　

宮
崎
市
出
身　

��
歳

・
昭
和
��
年
４
月

　

宮
崎
県
庁
に
入
庁

・
平
成
1�
年
４
月
～
平
成
1�
年
３
月

　

県
福
祉
保
健
部
高
齢
者
対
策
課
長
補
佐

・
平
成
1�
年
４
月
～
平
成
18
年
３
月

　

県
議
会
事
務
局
総
務
課
長
補
佐

・
平
成
18
年
４
月
～
平
成
19
年
３
月

　

県
総
務
部
総
務
課
長
補
佐
（
総
括
）

　

国
の
構
造
改
革
特
区
の
認
定
を
受
け
、

昨
年
４
月
に
全
国
初
の
併
置
型
の
小
中
一

貫
教
育
校
「
平
岩
小
中
学
校
」
を
開
校
し

ま
し
た
。
来
年
４
月
に
は
大
王
谷
小
、
中

学
校
が
両
校
舎
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
一

貫
教
育
校
と
し
て
開
校
す
る
予
定
で
す
。

　

大
王
谷
小
中
一
貫
教
育
校
は
両
校
舎
を

連
絡
通
路
で
つ
な
ぐ
併
設
型
と
し
て
、
現

在
そ
の
移
行
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
両
校
舎
間
を
児
童
、
生
徒
が
ス
ム
ー

ズ
に
し
か
も
短
時
間
で
安
全
に
往
来
で
き

る
よ
う
に
と
約
１
５
０
ｍ
の
連
絡
通
路

を
整
備
し
、
４
月
1�
日
に
は
完
成
式
が
行

わ
れ
児
童
、
生
徒
が
渡
り
初
め
を
行
い
ま

し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
連
絡
通
路

の
名
称
を
両
校
の
児
童
、
生
徒
に
募
集
。

２
２
０
通
の
応
募
の
中
か
ら
谷
口
諒
太
さ

ん
（
大
王
谷
小
６
年
）
と
長
野
大
輝
さ
ん

（
大
王
谷
小
３
年
）
の
二
人
が
考
え
た
「
学

び
の
か
け
橋
」
と
い
う
名
称
に
決
定
し
、

完
成
式
典
で
は
教
育
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

小
中
一
貫
教
育
校
で
は
小
学
校
と
中
学

校
の
垣
根
を
取
り
去
り
、
９
年
間
を
見
通

し
た
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、

小
学
校
一
年
生
か
ら
の
英
会
話
科
の
導
入

や
教
科
担
任
制
、
選
択
教
科
の
開
設
や
ふ

る
さ
と
の
時
間
を
計
画
し
、
個
性
や
能
力

の
伸
長
を
目
指
し
て
発
達
段
階
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
市
内
全
小
中
学
校
で
地
域
の
特

色
や
４
・
３
・
２
制
の
利
点
を
最
大
限
に
生

か
し
、
併
置
型
・
併
設
型
・
連
携
型
に
分

け
て
、
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
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こねこのははのひ
やすいすえこ / 作
しのざきみつお / 絵
教育画劇

ね こ た ち は、
カーネーショ
ンを贈る母の

日のこと、その由来
を知り、自分たちも
何かお母さんへ ! と
はりきります。とう
とうみつけた、愛情
いっぱいの贈り物と
は何でしょう ?

考える技術
大前　研一 / 著
講談社

ピーディに本
質 を つ か み、
卓越したアイ

デアを導き出す「思
考」を体系的に紹介。
マッキンゼー式頭脳
鍛錬法から先見力の
磨き方まで、すぐに
実践できるノウハウ
が満載。

ス

くちばし
どれが一番りっぱ？
ビアンキ / ぶん　田中　友子 / やく
薮内　正幸 / え　福音館書店

丈なくちばし、
細長いくちば
し、 そ り 返 っ

たくちばし、幅広の
くちばし、鋭いくち
ばし…。さあ、どれ
が一番りっぱ ? 薮
内正幸のデビュー作

「くちばし」(1965
年刊 ) を新訳の上、
判型を大きくするな
どの変更を加え刊
行。

頑

うごいてやすむ
天野　泰司 / 著
春秋社

く動くために、
深 く 休 む。 深
く休むために、

十分に力を発揮し、
よく動く。生命力を
高めるために、よく
笑い、よく楽しむ。
心身の能力を高める

「気功の神髄」を、
気功という枠を越え
てシンプルにやさし
く説く。

よ

■ 新しく入った本 ■
◎文芸の条件（森村誠一／講談社）

◎話がうまい人、下手な人
 （秋庭道博／三笠書房）

◎なにしているの？
 （五味太郎／クレヨンハウス）　　ほか

乳幼児 / 午前 10 時 30 分〜 11 時
10 日、17 日、24 日、31 日

幼　児 / 午後 3 時 30 分〜 4 時
2 日、9 日、16 日、23 日、30 日

小学生 / 午後 2 時〜 2 時 30 分
12 日、19 日、26 日

　

図
書
館
へ
お
い
で
よ

■５月のおはなし会■

ご
存
じ
で
す
か

　

子
供
の
生
活
習
慣
病

生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣

を
。

　

最
近
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
肥
満
に
加
え
て
、
高

血
圧
・
高
脂
血
症
・
高
血
糖
な
ど
を
合
わ

せ
て
も
っ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
動
脈
硬
化
を
引
き

起
こ
す
危
険
因
子
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
長
い
間
の
不
適
切
な
生
活
習
慣
が
原

因
で
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
中
年
以
降
に

な
っ
て
発
症
す
る
「
お
と
な
」
特
有
の
病

気
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
在
わ
が
国
で
は
、
高
脂

血
症
や
高
血
圧
、
肥
満
な
ど
の
子
ど
も
た

ち
が
増
え
続
け
て
お
り
、
市
が
平
成
1�
年

度
か
ら
小
学
校
４
年
生
・
中
学
校
１
年
生

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
小
児
生
活
習
慣

病
健
診
結
果
に
お
い
て
も
「
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
が
高
い
」「
血
圧
が
高
い
」「
太
り

す
ぎ
」
な
ど
を
指
摘
さ
れ
、
本
市
で
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
備
軍
が
子
ど
も
に
も

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
の
現
状
は
、
今
後

深
刻
な
状
況
に
な
る
可
能
性
を
強
く
示
唆

し
て
い
る
の
で
す
。

　

現
在
、
市
は
、「
10
年
後
、
�0
年
後
に

日
向
を
背
負
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
健

康
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
小
児
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
を
実
施
し
て
い
る
の
も
こ
う

し
た
背
景
が
あ
る
か
ら
で
す
。

生
涯
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
子
ど
も

の
「
い
ま
」
が
大
切
。

①
肥
満
に
な
る
と
、
動
脈
硬
化
に
つ
な
が

る
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
な
ど
の

病
気
に
な
り
や
す
く
な
る
。
ま
た
、
子
ど

も
の
肥
満
は
お
と
な
の
肥
満
に
移
行
し
や

す
い
。

②
本
態
性
高
血
圧
（
原
因
と
な
る
病
気
が

な
い
高
血
圧
）
は
、
将
来
、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
の
危
険
性
が
高
く
な
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
子
ど
も
の
高
血
圧
は
軽
症
で
ほ

と
ん
ど
が
無
症
状
。
こ
の
た
め
、
本
人
も

気
が
つ
か
な
い
ま
ま
で
い
る
。

③
高
脂
血
症
と
い
う
病
気
の
初
期
の
状
態

に
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
き
て
い

る
。
そ
の
後
も
高
い
状
態
が
続
く
傾
向
に

あ
る
。

　

生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

は
子
ど
も
の
頃
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

参
考
文
献

「
子
ど
も
の
生
活
習
慣
病
と
健
康
づ
く
り
」

　
　

財
団
法
人　

予
防
医
学
事
業
中
央
会

学
校
保
健

●

●

☎
54
︱
１
９
１
９■ ５月の休 館 日  ■

1 日、7 日、14 日、21 日、28 日
※６月の１日から７日は蔵書点検
　のため休館します。

●問い合わせ　市民課年金係（☎内線 2132）

Ｑ .  テレビや新聞で、『住基ネット』　
　　という言葉を見たり聞いたりしま
　　すが『住基ネット』とはなんです
　　か？
A． 従来から各市区町村が住民の居住情報を

記録し、管理している住民基本台帳を
結んだネットワークを、「住民基本台帳
ネットワークシステム（＝住基ネット）」
と呼んでいます。平成１４年８月５日か
ら、市区町村ごとに保有している住民票
情報のうち、本人確認４情報の住所・氏
名・生年月日・性別と、住民票コード及
びこれらの変更情報を国・県等の行政機
関へ提出しています。これにより、パス
ポート等の公的な申請をする際に住民票
の添付を省略できるようになりました。
また、平成１５年８月２５日からは、住
基カードの交付や住民票の広域交付等の
第二次サービスが開始されています。

●問い合わせ　市民課市民窓口係（☎内線 2133）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。　
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
　営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課（☎内線２２３５）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

Q.　年金を受給していた者が亡くなった
　　場合、どのような手続きが必要にな
　　りますか？
A. 　 年金の受給者が死亡した場合、死亡届と

未支給の年金請求書の提出が必要になり
ます。未支給の年金を受けることができ
る人は、年金受給者の死亡時に生計を同
じくしていた配偶者・子・父母・孫・祖
父母・兄弟姉妹の順となっています。そ
れ以外の人は受けることができませんの
で、死亡届のみを提出していただくこと
になります。提出する書類には年金受給
者の年金証書、請求者の戸籍謄本等の添
付が必要となります。未支給年金を請求
される方は預金通帳、印鑑もご持参くだ
さい。なお、老齢厚生年金・退職共済年
金を受給していた方で一定の要件を備え
た方が死亡したときには、遺族年金が生
計を維持していた遺族（範囲、年齢制限、
優先順位等あり）に支給される場合があ
ります。詳しくは社会保険事務所、各共
済組合へお問い合わせください。

こ
■５・６月の上映会■

●５月１３日（日）
午前１０: ３０〜

「さるかに合戦」「たのきゅう」
「忍たま乱太郎のがんばるしかな
いさ①」　（対象：こども）
午後２: ３０〜

「あ・うん」　（対象：一般）

●６月１０日（日）
午前１０: ３０〜

「ももたろう」「まめつぶころころ」
「サヨナラ、みどりが池」（対象：
こども）
午後２: ３０〜

「火山①（ナショナルジオグラフ
ィック）」　（対象：一般）

■春のとしょかんまつり

とき　�月 1� 日（土）9:�0 〜 1�:00

○手作りコーナー 11:00 〜 1�:00 玄関前広場

○おはなし会 10:�0 〜 11:00 おはなしの部屋

○古本市 11:00 〜 1�:00 外ガレージ

○とつぜん紙芝居

（いつはじまるかわからない紙芝居。おたのしみに！）

○わらべ唄であそぼう 11:�0 〜 1�:00 玄関前広場

○クイズラリー 9:�0 〜 1�:00 館内

■本展示 �/�� 〜 �/1�

■『女性のチャレンジ支援巡回相談』が
　　開催されます。
宮崎県は今年度から、国の「再チャレンジ支援

モデル事業」の指定地域となったことから、そ

の事業の一環として、女性の社会参画や能力発

揮を支援するための相談窓口を開設します。

日向市でも毎月第 �、第 � 月曜日に巡回相談が

開催されますので、お気軽にご利用ください。

相談は無料ですが、事前の予約が必要です。

「女性のチャレンジ支援相談窓口」は、こんな

相談や悩みなどについてのアドバイスや情報の

提供を行います。

　○再就職したいがブランクがあるので不安
　○仕事と家庭の両立について知りたい
　○起業したい
　○社会貢献をしたい
　○ＮＰＯについて知りたい
　○キャリアアップしたい

5 月の巡回相談
相談日　� 月 1� 日（月）、�8 日（月）

時間　　午前 10 時 �0 分〜午後 � 時

会場　　男女共同参画社会づくり推進ルーム

　　　　　『さんぴあ』日向市文化交流センター

	 	 	 小ホール棟２Ｆ

相談員　県が委嘱した相談員

申込先　女性のチャレンジ支援相談ダイヤル

　　　　☎ 098� − �9 − 8���

　　　　（宮崎県男女共同参画センター内）

問い合わせ

	 市民協働課　男女共同参画推進係

	 	 	 （☎内線２８５４）
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このまちの人たち ー ボイス

　

一
人
で
も
多
く
の
人
に
献
血
の
大

切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
日

本
赤
十
字
社
が
行
っ
た
「
第
１
回
い

の
ち
の
献
血
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」。

　

小
学
校
高
学
年
部
門
に
お
い
て
、

坪
谷
小
学
校
５
年
生
の
挾
間
桜
子
さ

ん
の
作
品
「
シ
ュ
ロ
の
舟 

じ
い
ち
ゃ

ん
送
る 

お
ぼ
ん
の
日
」
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
献
血
者
の

確
保
お
よ
び
主
に
若
年
層
（
献
血
の

次
世
代
を
担
う
層
）
に
対
す
る
献
血

へ
の
理
解
促
進
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
、
献
血
、
い
の
ち
、
愛
、
友
情
、

助
け
合
い
、
感
動
な
ど
に
つ
い
て
思

う
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
テ
ー
マ
に

募
集
。
昨
年
11
月
15
日
か
ら
今
年
１

月
16
日
ま
で
の
募
集
期
間
に
、
全
国

か
ら
29
万
８
９
１
６
も
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
、
俳
人
の
黛

ま
ゆ
ず
みま

ど
か
さ
ん
ら

が
審
査
し
た
。

　

２
月
25
日
に
は
テ
レ
ビ
東
京
の
ス

タ
ジ
オ
で
最
終
選
考
会
と
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
桜
子
さ
ん
も
お
母
さ
ん
と

と
も
に
こ
の
表
彰
式
に
参
加
し
た
。

　

好
き
な
学
校
の
授
業
は
国
語
？ 

と

た
ず
ね
る
と
、「
国
語
は
嫌
い 

図
工

と
体
育
と
習
字
が
好
き
」
と
予
想
外

の
答
え
。
無
邪
気
に
自
宅
裏
に
茂
る

棕
櫚
（
シ
ュ
ロ
）
の
木
を
案
内
し
て

く
れ
た
。

　

将
来
の
夢
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
、
感
性
光
る
小
学
５
年
生
。

第
１
回
「
い
の
ち
の
献
血
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」

小
学
校
高
学
年
部
門
最
優
秀
賞　

受
賞     

挾
間　

桜
子
さ
ん
（
坪
谷
小
学
校
５
年
）

「
シ
ュ
ロ
の
舟 

じ
い
ち
ゃ
ん
送
る 

お
ぼ
ん
の
日
」

感
性
キ
ラ
リ
。

日本では１年間に約 500万人が献血をし、約 120万
の患者に血液が届けられている。人は血液がなければ
生きていけない。病気やケガ等の手術で大量出血して
しまうと血液を輸血しなければ助からない。尊い命を
救うために、献血にご協力を。

11

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
☎
内
線
２
２
３
５
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を

撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

楽しい職場になりそうです
日向市駅裏に新しくできた、介護事業所併設型高
齢者賃貸住宅「グリーンハウスつるまち」の相談
員です。５月１日のオープンに向け職員一丸とな
って奮闘中。バスケが大好きで、プレーヤー兼マ
ネージャーもしているんですよ。ひとつでも多く
勝てるチームを目指しみんなで練習しています。

児玉　彩さん（２５歳：笹野中）

晴れて社会人になり気を引き締めて
今春、市内の高校を卒業したばかりです。４月か
ら旭化成 EMS（株）日向事業所の新入社員とし
て頑張っています。現在、いろいろな部署を回り
研修中ですが、早く仕事に慣れて一人前の社会人
になりたいです。初めての給料をもらったら、ば
あちゃんと両親に何かプレゼントしたいですね。

塩月  洋幸さん（18 歳 : 往還東）

こんなに違う
台湾、日本、NZ の
テスト。

グレイス・ワン
ニュージーランドから来た

日向市国際交流員

　

５
月
に
な
っ
た
ら
、
学
生

時
代
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

（
Ｎ
Ｚ
）
で
受
け
て
い
た
試
験

を
思
い
出
し
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
Ｎ
Ｚ
で
は
５
月
に
高
校
で

も
大
学
で
も
中
間
試
験
が
あ

っ
た
の
で
、
５
月
生
ま
れ
の

私
の
姉
は
い
つ
も
思
う
存
分

楽
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
回
は
台
湾
と
日
本
、
Ｎ

Ｚ
の
試
験
に
つ
い
て
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
台
湾
に
い

た
小
学
生
時
代
、
学
校
で
は

常
に
試
験
が
あ
り
ま
し
た
。

台
湾
の
学
生
の
間
に
は｢

３

日
間
小
さ
い
試
験
一
つ
、
５

日
間
大
き
い
試
験
一
つ｣

と

い
う
冗
談
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
日
向
で
た
ま
た
ま
小

学
生
の
試
験
を
見
か
け
ま
し

た
。
台
湾
の
小
学
校
の
試
験

と
似
て
い
て
、
Ａ
３
の
紙
一

枚
に
、
括
弧
の
中
に
答
え
を

書
く
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
そ

れ
に
比
べ
て
、
Ｎ
Ｚ
の
試
験

は
だ
い
ぶ
違
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｚ
の
試
験
が
一
番
恐
ろ

し
い
の
は
試
験
時
間
の
長
さ

で
す
。
中
学
は
２
時
間
で
す

が
、
高
校
１
年
と
３
年
は
統

一
テ
ス
ト
な
の
で
３
時
間
で

す
。
大
学
も
３
時
間
で
す
。

先
生
た
ち
が
出
し
た
問
題
は

短
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
答

え
る
の
に
Ａ
４
の
紙
に
何
枚

も
書
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
普
通
の
高
校
生
は
平
均

１
つ
の
試
験
で
10
枚
、
大
学

生
の
場
合
は
1�
～
�0
枚
ぐ
ら

い
書
き
ま
す
。
日
本
で
は
と

て
も
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ

う
。

　

私
は
一
度
１
日
に
２
つ
の

試
験
を
受
け
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
午
前
の
試
験
が
無
事

終
わ
っ
て
も
昼
食
を
食
べ
る

食
欲
も
な
く
、
午
後
の
試
験

が
終
わ
っ
た
後
は
全
身
が
疲

れ
て
し
ま
っ
て
、
と
て
も
大

変
で
し
た
。
で
も
今
は
そ
れ

も
素
敵
な
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
大
人
に
な
っ
て
、
試

験
が
な
く
て
最
高
で
す
！
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あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

第
21
回

「
日
向
木
挽
唄
」

　
　

全
国
大
会

■市議会議員選挙

■子どもおまつり広場

　

JR
日
向
市
駅
高
架
下
に
「
日
向
地

域
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
ち
の
駅
と
み
た

か
」
が
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
。
市
民

が
利
用
で
き
る
多
目
的
会
議
室
や
休

憩
所
を
備
え
、
物
産
展
示
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
向
市
観
光

協
会
の
事
務
所
も
移
転
し
セ
ン
タ
ー

内
に
併
設
し
ま
し
た
。
今
後
、
日
向
・

入
郷
圏
域
の
人
と
人
と
の
出
会
い
や

交
流
の
促
進
の
場
、
お
よ
び
圏
域
の

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、
そ
の
機
能

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■まちの駅オープン

　

夏
本
番
を
前
に
し
て
、
サ
ー
フ
ス

ポ
ッ
ト
の
お
倉
ケ
浜
海
水
浴
場
に
、

サ
ー
フ
ァ
ー
待
望
の
ト
イ
レ
、
シ
ャ

ワ
ー
室
な
ど
を
完
備
し
た
ビ
ー
チ
ハ

ウ
ス
が
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
開
所
式
で
は
、
地
元
関
係
者
や

サ
ー
フ
ァ
ー
約
�0
人
が
出
席
。
募
集

し
て
い
た
こ
の
施
設
の
愛
称
は
、
中

野
隆
嗣
さ
ん
（
�0
）
が
考
え
た
「
マ

リ
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
に
決
定
し
、
市
長

よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
二
人
の
手

で
看
板
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■愛称はマリンウェイブ

牧
水
ゆ
か
り
の
地
で

ウ
オ
ー
カ
ー　

春
を
満
喫
。

　

今
回
で
第
�1
回
を
迎
え
る
、
日

向
木
挽
唄
全
国
大
会
。
全
国
に

木
挽
唄
は
、
数
多
く
唄
い
継
が

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
日
向
木

挽
唄
は
、
昔
な
が
ら
の
風
情
が

そ
の
ま
ま
現
在
に
残
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
で

は
、
１
０
０
０
名
を
超
す
木
挽

唄
の
ど
自
慢
の
方
々
が
日
向
の

地
で
競
い
合
い
ま
す
。
今
年
は
、

下
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き
（
予
選
）
６
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時
～
（
決
勝
）
６
月
10

日
（
日
）
午
前
９
時
～

●
と
こ
ろ　

日
向
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ　

日
向
木
挽
唄

全
国
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
��—

５
０
８
６

２
０
０
７
ひ
ゅ
う
が
・
の
べ
お
か
牧
水
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
が
４
月
７
日
、
牧
水
公
園
周
辺
を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
ウ
オ
ー
カ
ー
約
３
０
０
人
が
、
25
㎞
、
10
㎞
、
５
㎞
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
思
い
思
い
の
ぺ
ー
ス
で
、
の
ど
か
な
日
向
路
を

散
策
。
ま
た
地
元
公
民
館
か
ら
山
菜
料
理
な
ど
の
も
て
な
し
も
あ
り
、
参
加
者
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

合
併
後
、
初
の
日
向
市
議
会
議
員

選
挙
が
４
月
1�
日
告
示
。
��
日
（
日
）

市
内
��
か
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、
即

日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。
��
日
に
は
当

選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
後
藤
惠

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら
、

当
選
さ
れ
た
��
名
一
人
一
人
に
当
選

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
当

選
さ
れ
た
議
員
の
任
期
は
�
年
間
。

市
議
会
議
員
と
し
て
、
市
政
の
チ
ェ

ッ
ク
、
政
策
提
言
な
ど
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

日
向
市
保
育
協
議
会
主
催
に
よ
る

子
ど
も
お
ま
つ
り
広
場
が
、
４
月
��

日
（
日
）
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

設
け
ら
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー

は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
今
年
で
11
回
を
数
え
る
こ
の

催
し
。
毎
年
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
の
は
、
保
育
士
さ
ん
た
ち

の
手
づ
く
り
劇
。
今
年
は
「
み
に
く

い
ア
ヒ
ル
の
子
」
が
上
演
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
か
わ
い
い
歓
声
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
き
ま
し
た
。



1�

免
を
申
請
さ
れ
る
人
は
、
５
月
��
日

（
金
）
ま
で
に
納
税
通
知
書
（
納
付
せ

ず
に
）、
身
体
障
害
者
手
帳
等
、
運
転

免
許
証
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
税
務

課
市
民
税
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
普
通
自
動
車
と
の
減
免
の
重
複
は

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
障
害
の
区
分
・

程
度
に
よ
り
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

（
☎
内
線
２
１
２
４
）

　

現
在
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
は
児

童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

所
得
制
限
に
よ
り
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
な
い
方
は
５
月
１
日
（
火
）
～

�1
日
（
木
）
の
期
間
に
児
童
手
当
認

定
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
分
の
所
得
を
も
と
に
受

付
し
ま
す
。
期
間
を
過
ぎ
る
と
支
給

開
始
月
が
遅
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
受
付
時
に
は
、
請
求
者
の

印
鑑
・
保
険
証
・
銀
行
通
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て
支

援
係
（
☎
内
線
２
１
６
４
）

　

４
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
医
療
機

関
で
診
察
を
受
け
る
場
合
、
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
入
院

は
６
歳
の
誕
生
日
以
後
の
最
初
の
３

月
�1
日
ま
で
）。助
成
を
受
け
る
に
は
、

乳
幼
児
医
療
受
給
資
格
証
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
で
な
い
方

は
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て
支

援
係
（
☎
内
線
２
１
６
４
）

　

児
童
手
当
制
度
の
改
正
に
よ
り
平

成
19
年
４
月
１
日
か
ら
３
歳
未
満
の

児
童
手
当
の
額
が
一
律
月
額
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
第
１
子
お
よ
び
第

２
子
に
つ
い
て
は
３
歳
到
達
月
の
翌

月
分
か
ら
月
額
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
変
更
に
つ
い
て
の
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て
支

援
係
（
☎
内
線
２
１
６
４
）

　

納
税
証
明
や
所
得
証
明
、
課
税
証

明
、
資
産
関
係
の
証
明
な
ど
、
税
務

証
明
の
交
付
申
請
が
で
き
る
の
は
、

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
親
族
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
税
法
で
守

秘
義
務
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
納
税

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
、
納

税
者
を
守
る
た
め
で
す
。

　

本
人
が
税
務
課
窓
口
に
来
ら
れ
な

い
場
合
は
、
委
任
者
本
人
が
作
成
し

た
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
法

人
関
係
の
証
明
の
場
合
も
同
様
に
、

代
表
者
以
外
の
代
理
人
か
ら
の
申
請

に
は
、
代
表
者
印
（
法
人
登
録
印
）

の
押
印
さ
れ
た
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

来
庁
す
る
際
に
は
、
本
人
及
び
代

理
人
は
、
印
鑑
、
身
分
証
明
書(

免

許
証
、
保
険
証
等)

を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
（
本
人
確
認
の
た
め
、
身
分

証
明
書
の
提
示
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
管
理
係

（
☎
内
線
２
１
２
４
）

　

平
成
19
年
６
月
１
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
「
商
業
統
計
調
査
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
５
年

ご
と
に
統
計
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

る
国
の
指
定
統
計
調
査
の
一
つ
で
、

卸
売
業
・
小
売
業
を
営
む
事
業
所
を

く
ま
な
く
把
握
し
て
、
事
業
所
の
分

布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
な
ど
を

地
域
ご
と
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、「
商
業
の
国
勢

調
査
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
向
市
で
は
、
約
１
、１
０
０
の

事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
調
査

結
果
は
、
国
は
も
と
よ
り
県
、
市
に

お
け
る
流
通
関
連
施
策
や
中
小
企
業

施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
、

ま
た
、
学
術
研
究
や
企
業
活
動
、
企

業
経
営
な
ど
の
た
め
に
幅
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

卸
売
業
・
小
売
業
を
営
む
方
の
と

こ
ろ
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ	

情
報
政
策
課
統
計
係

（
☎
内
線
２
４
６
４
）

日向市のホームページアドレス　http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

「
歌
人
若
山
牧
水
書
簡
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す

　

旧
制
延
岡
中
学
校
時
代
か
ら
没
す

る
ま
で
の
二
十
八
年
間
、
歌
人
若

山
牧
水
が
生
涯
の
友
「
平ひ
ら
が
し
ゅ
ん
こ
う

賀
春
郊

（
財さ
い
ぞ
う蔵

）」
に
宛
て
た
奇
跡
の
書
簡
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

●
内
容

奇
跡
の
二
百
五
十
三
通
に
見
る

　
　
　
　
　
「
新
・
牧
水
の
生
涯
」

●
開
催
期
間

４
月
�8
日
（
土
）
～
７
月
�9
日
（
日
）

●
開
催
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ

若
山
牧
水
記
念
文
学
館

日
向
市
東
郷
町
坪
谷
１
２
７
１
番
地

☎
�8—

９
５
１
１

　

５
月
�1
日
（
木
）
は
、
軽
自
動
車

税
の
納
期
で
す
。
こ
の
軽
自
動
車
税

に
つ
い
て
、
次
に
該
当
す
る
車
に
は

減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
と
認
め

ら
れ
る
軽
自
動
車

②
身
体
障
害
者
、
戦
傷
病
者
、
精
神

障
害
者
、
知
的
障
害
者
が
み
ず
か
ら

運
転
す
る
軽
自
動
車

③
身
体
障
害
者
等
と
同
一
生
計
者
ま

た
は
身
体
障
害
者
等
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
の
常
時
介
護
者
が
運
転
す

る
軽
自
動
車

④
身
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
構

造
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車

　

平
成
19
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
減

お
知
ら
せ

●
申
込
用
紙
配
布
及
び
受
付

・
期
間　

平
成
19
年
６
月
１
日
（
金
）

～
11
日
（
月
）（
土
、
日
は
除
く
）

・
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
�0

分・
受
付
場
所

６
月
１
日
の
み　

勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
１
階
会
議
室

６
月
４
日
～
建
設
課
管
理
係
（
南
別

館
１
階
）、
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
土
木
課

・
募
集
空
家　

若
干
数
（
詳
細
は
申

込
書
配
布
時
に
説
明
い
た
し
ま
す
。）

な
お
、
空
家
の
な
い
住
宅
に
お
い
て

も
、
待
機
順
を
決
め
る
抽
選
を
行
い

ま
す
の
で
、
期
間
内
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
込
資
格

①
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
、
現

在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
。

②
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族(

婚
約
者
を
含
む)

が
あ

る
人
。（
単
身
で
の
申
込
み
を
希
望

の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

③
収
入
基
準(

公
営
住
宅
法
に
よ
り

計
算
し
た
入
居
者
及
び
同
居
親
族
の

過
去
１
年
間
の
収
入
月
額
が
、
�0
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と)

を
満
た
す
人
。

④
市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
滞

納
の
無
い
人
。

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
①
平
成
19

年
度
（
平
成
18
年
分
）
の
所
得
証
明

書
、
②
誓
約
書
を
添
え
て
、
建
設
課

募　

集

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
抽
選
日　

６
月
��
日
（
金
）
午
前

９
時
～
1�
時
（
有
資
格
者
に
よ
る
公

開
抽
選
）

●
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係

（
☎
内
線
２
３
５
２
）、
東
郷
町
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
土
木
課
（
☎
�9—

３
９
０
３
）

●
講
座
日
程　

６
月
９
日
（
土
）
～

９
月
��
日
（
土
）
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日●
時
間　

午
前
10
時
1�
分
～
午
後
０

時
1�
分
（
初
級
以
上
）、
午
後
１
時
1�

分
～
午
後
３
時
1�
分
（
初
級
）

●
会
場　

日
向
市
中
央
公
民
館
（
中

町
１—

�1
）

●
講
師　

宮
澤
信
雄
さ
ん(

元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー)

●
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
１
、０
０
０
円
が
必
要
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
課

障
害
福
祉
係
（
☎
内
線
２
１
７
１
）

●
講
座
日
程　

平
成
19
年
６
月
９
日

（
土
）
～
平
成
�0
年
３
月
��
日
（
土
）

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

●
時
間　

午
後
１
時
1�
分
～
３
時
1�

分●
会
場　

日
向
市
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム
さ
ん
ぴ
あ
会

議
室
（
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
棟
２
階
）

●
講
師　

矢
口
貴
子
さ
ん
（
宮
崎
県

1�

点
訳
指
導
員
）

●
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
１
、０
０
０
円
が
必
要
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
課

障
害
福
祉
係
（
☎
内
線
２
１
７
１
）

日
向
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

推
進
ル
ー
ム　

さ
ん
ぴ
あ
（
☎
�0—

０
３
０
０
）

　

補
助
金
の
適
正
な
執
行
を
す
る
た

め
、
市
単
独
の
補
助
金
事
業
を
審
査

す
る
日
向
市
補
助
金
審
査
会
委
員
を

広
く
市
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。
補
助

金
審
査
会
は
、
補
助
金
交
付
の
基
準

づ
く
り
や
交
付
の
対
象
と
な
る
事
業

を
審
議
し
、
市
長
に
答
申
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

４
人
程
度

●
任
期　

平
成
�1
年
３
月
�1
日
ま
で

●
応
募
資
格

①
日
向
市
に
在
住
又
は
在
勤
で
年
齢

が
満
�0
歳
以
上
（
平
成
19
年
４
月
１

日
現
在
）
で
あ
る
人
。

②
国
、
県
、
市
の
議
会
議
員
及
び
公

務
員
で
な
い
こ
と
。

●
募
集
期
間　

平
成
19
年
５
月
１
日

～
５
月
�1
日

●
応
募
方
法　

市
行
政
管
理
課
及
び

各
支
所
に
備
え
て
あ
る
申
込
用
紙
、

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
請
書
類

等
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
か
ら
印

刷
し
た
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
直
接

持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
選
任
方
法　

応
募
者
が
４
人
を
超

え
た
場
合
は
、
男
女
比
率
、
年
齢
構

成
等
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
同
条
件

の
た
め
選
考
が
難
し
い
場
合
は
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
報
償
費
、
旅
費　

会
議
に
出
席
の

際
に
は
、
市
の
規
定
に
よ
る
報
償
費

を
支
給
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

行
政
管
理

課
行
政
評
価
係
（
☎
内
線
２
２
１
７
）

Ｅ
メ
ー
ルgyou

sei@
h
yu
gacity.jp

　

有
機
肥
料
を
利
用
し
、
減
農
薬
・

減
化
学
肥
料
で
野
菜
な
ど
を
栽
培
す

る
生
産
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
作
付
面
積
基
準　

市
内
の
圃
場
で

あ
れ
ば
、
特
に
面
積
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
農
薬
基
準　

作
物
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

●
手
続
き
方
法　

認
証
申
請
書
、
年

間
栽
培
計
画
書
を
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
計
画
書

を
基
に
、
日
向
市
環
境
保
全
型
農
業

推
進
協
議
会
が
現
地
調
査
な
ど
を
行

い
認
証
し
ま
す
。

●
認
証
を
受
け
た
際
の
特
典　

認
証

さ
れ
た
圃
場
に
堆
肥
を
散
布
す
る
場

合
等
に
、
資
材
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
ま
た
生
産
さ
れ
た
農
産
物

に
は
、
認
証
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
道

の
駅
「
と
う
ご
う
」
等
で
販
売
が
で

き
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

日
向
市
環

境
保
全
型
農
業
推
進
協
議
会
事
務
局

東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

産
業
振
興
課
（
☎
�9—

３
９
０
２
）

　

市
は
、「
う
る
お
い
福
祉
基
金
事

業
」
と
し
て
、
福
祉
の
向
上
、
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
を
図
る
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
民
間
の
福
祉
事
業
な
ど
に
対
し
、

最
高
�0
万
円
を
助
成
し
ま
す
（
団
体

等
の
運
営
資
金
は
助
成
の
対
象
外
で

す
）。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
・

事
業
計
画
書
・
収
支
予
算
書
・
名
簿
・

規
約
等　

申
請
書
等
は
、
福
祉
課
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

●
締
切　

５
月
�1
日
（
木
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福

祉
政
策
係
（
☎
内
線
２
１
６
０
）

　

市
は
、
野
菜
や
花
等
の
栽
培
を
通

じ
て
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、
農
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
市
民
農
園
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
ト
イ
レ
、
倉
庫
、
休
憩
所
、
駐

車
場
、
水
道
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
利
用
者
に
も
大
変
好
評
で
、
新

た
な
交
流
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
手
作
り
の
野
菜
を
食
べ
て
み

ま
せ
ん
か
！

●
場
所　

大
字
財
光
寺
六
反
田
（
切

島
１
区
）

●
区
画
面
積　

１
区
画　

�.�
ｍ
×
�.0

ｍ
（
��
・
５
㎡
）

●
使
用
料　

５
、０
０
０
円
（
１
年

間
）
年
度
途
中
か
ら
は
月
割
り

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

●
応
募
資
格　

日
向
市
在
住
の
人

●
募
集
区
画　

約
８
区
画
（
申
し
込

み
状
況
に
よ
っ
て
変
動
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

●
開
設
場
所
周
辺
地
図

●
申
込
み
期
限　

随
時
受
け
付
け

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産

課
（
☎
内
線
２
３
１
３
）

＊
広
報
ひ
ゅ
う
が
は
、
各
区
を
通
じ
て

配
布
す
る
ほ
か
、
次
の
店
舗
に
も
置
か

せ
て
い
た
だ
き
、
配
布
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
▽
イ
オ
ン
九
州	

日
向
店
▽
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
日
向
亀
崎
東

店
▽
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
日
向
北
町
店
▽
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
日
向
財
光
寺
店
▽
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
日
向
金
ケ
浜
店
▽
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
日
向
財
光
寺
東
店
▽
ロ
ー
ソ
ン

日
向
財
光
寺
店
▽
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
浜
店
▽
Ｙ

シ
ョ
ッ
プ
も
み
き
春
原
店
▽
み
き
屋	

▽

エ
ブ
リ
ワ
ン
富
高
店
▽
コ
コ
ス
ト
ア
日
向

図
書
館
前
店
▽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

か
わ
の
百
町
原
店
▽
ス
ー
パ
ー
ニ
シ
ム
ラ

美
々
津
店
▽
ス
ー
パ
ー
ハ
テ
ン
コ
ー
財
光

寺
店
▽
ス
ー
パ
ー
ハ
テ
ン
コ
ー
鶴
町
店
▽

マ
ル
イ
チ
江
良
店
▽
マ
ル
イ
チ
財
光
寺
店

▽
マ
ル
イ
チ
大
王
店
▽
コ
ー
プ
日
知
屋
▽

マ
ル
シ
ョ
ク
日
知
屋
店
▽
ミ
ス
タ
ー
マ
ッ

ク
ス
日
向
店
▽
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
日
向
▽

ホ
ー
ム
ワ
イ
ド
財
光
寺
店

子
育
て
支
援
乳
幼
児
医
療
費

助
成
の
申
請
に
つ
い
て

軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
へ

減
免
申
請
を
お
忘
れ
な
く

お
済
み
で
す
か
？
児
童
手
当

認
定
請
求
の
手
続
き

３
歳
未
満
の
第
１
子
お
よ
び

第
２
子
の
児
童
手
当
が
増
額

さ
れ
ま
す

税
務
証
明
に
は
印
鑑
、
身
分

証
明
書
等
が
必
要
で
す

平
成
19
年
度
市
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す

日
向
市
朗
読
奉
仕
員
養
成
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

日
向
市
点
訳
奉
仕
員
養
成
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

日
向
市
補
助
金
審
査
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

野
菜
な
ど
の
有
機
栽
培
生
産

者
を
募
集
し
ま
す

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

福
祉
事
業
に
助
成
し
ま
す

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

し
ま
す

平
成
19
年
商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

赤岩川

至10号線

工事中

市民農園
園地

県
道
土
々
呂　

日
向
線

赤
岩
橋

切島山バス停

市民農園
園地
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環 境 問 題

な
方
で
も
、
得
意
な
方
で
も
そ
の

体
力
等
に
応
じ
て
プ
レ
ー
で
き
る

の
が
最
大
の
魅
力
で
す
。
毎
年
10

月
に
開
催
さ
れ
る
日
向
市
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で

も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
誰
で
も

簡
単
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
教
室
開
催
日
時　

６
月
４
日

（
月
）
～
６
月
18
日
（
月
）
毎
週

月
曜
日
（
全
３
回
）
午
後
７
時
�0

分
～
９
時
�0
分

●
場
所　

日
向
市
体
育
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

ミ
ニ
テ
ニ
ス
技
術
指
導

　

日
向
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
で

は
、
日
向
市
体
育
指
導
委
員
と
と

も
に
年
齢
に
応
じ
て
、
体
力
に
応

じ
て
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
新
し
い
分
野

の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、「
ド
ッ
ヂ
ビ

ー
」
も
初
心
者
教
室
を
開
催
し
普

及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
ボ
ー
ル
を
ソ
フ
ト

な
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
に
替
え

た
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
を
ミ
ッ
ク
ス
し

た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
人
数
さ
え
揃
え

ば
誰
で
も
簡
単
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
年
度
は
各
地

区
、
学
校
、
職
域
、
サ
ー
ク
ル
に

て
普
及
に
ご
協
力
い
た
だ
く
指
導

者
を
養
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
も
最
適
な
種

目
で
初
心
者
で
も
問
題
な
く
習
得

で
き
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
講
習
会
開
催
日
時　

５
月
�1
日

（
月
）、５
月
�8
日
（
月
）（
全
２
回
）

午
後
７
時
�0
分
～
９
時
�0
分

●
場
所　

日
向
市
体
育
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
の
ル
ー
ル

及
び
技
術
の
指
導

●
定
員　

�0
人
程
度

●
参
加
料　

無
料

●
道
具　

貸
出
し
ま
す
が
、
お
持

ち
の
方
は
各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い

●
申
込
期
間　

５
月
１
日
（
火
）

～
募
集
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

■
ミ
ニ
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

　

最
近
流
行
の
兆
し
を
み
せ
て
い

る
ミ
ニ
テ
ニ
ス
教
室
を
今
年
度
も

開
催
い
た
し
ま
す
。
ミ
ニ
テ
ニ
ス

は
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
人
気
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

■
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
指
導
者

　

講
習
会
参
加
者
募
集

　

市
内
在
住
で
�0
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

下
記
の
日
程
で
交
付
を
し
ま
す
の

で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
��—

４
７
９
１
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
��—

０
０
１
８
）

b
u
n
ka@
h
yu
gacity.jp

●
定
員　

�0
人
程
度

●
参
加
料　

無
料

●
道
具　

貸
出
し
ま
す
が
、
お
持

ち
の
方
は
各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い

●
申
込
期
間　

５
月
１
日
（
火
）

～
募
集
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

　

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
（
主
に
連
絡
が
と
れ
る
も
の
）

に
つ
い
て
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

メ
ー
ル
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■悠々パス発行日程表（1内線 �1�9）

て
遊あ

そ

ぼ
う
遊ゆ

う

遊ゆ
う

コ
ー
ナ
ー
・
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る

環
境
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
続
け

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
身
近
な
家
庭

の
ご
み
を
み
つ
め
、
環
境
問
題
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

当
日
は
楽
し
い
催
し
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

●
と
き　

６
月
３
日(

日)

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

	
	

（
雨
天
決
行
）

●
と
こ
ろ　

サ
ン
ド
ー
ム
日
向

●
式
典　

地
域
美
化
功
労
者
表

彰
・
ご
み
減
量
推
進
功
労
者
表
彰
・

「
ポ
ス
タ
ー
・
書
道
」
優
秀
作
品

表
彰

●
腐
葉
土(

チ
ッ
パ
ー
く
ず)

・

ひ
ま
わ
り
の
種
の
配
布　

日
向
市

で
行
っ
て
い
る
「
草
木
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
」
に
よ
る
チ
ッ
パ
ー
く
ず

と
ひ
ま
わ
り
の
種
を
セ
ッ
ト
に
し

て
先
着
２
５
０
名
に
進
呈
し
ま

す
。

●
ご
み
の
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
事
情

展　

ご
み
・
資
源
物
の
流
れ
を
、

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
ゲ
ー
ム　

資
源
物

を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
は
、
午
前
10

時
と
午
後
１
時
に
行
い
ま
す
。
も

れ
な
く
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

環
境
フ
ェ
ス
タ
５ご

み
ゼ
ロ

３
０

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

日
常
生
活
の
中
で
不
用
に
な
っ
た

物
を
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
と
お
し

て
販
売
、
再
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
ご
み
の

減
量
化
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
募
集
区
画　

80
区
画

●
出
店
料　

無
料

●
受
付
期
間　

５
月
17
日
（
木
）
迄
。

た
だ
し
募
集
区
画
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
・
発
生
抑
制
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

｢

日
向
市
ご
み
の
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
週
間
」（
５
月
�0
日

～
６
月
５
日
）の
一
環
と
し
て「
き

て
・
み
て
・
遊
ん
で
環
境
フ
ェ
ス

タ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
第

４
回｢

環
境
フ
ェ
ス
タ
５
３
０｣

を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
と
し
て
３
つ
の
コ
ー
ナ

ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
作
っ

■
環
境
フ
ェ
ス
タ
５ご

み

ゼ

ロ

３
０

を
開
催
し
ま
す

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
業
務
係

（
☎
��—

２
２
５
６
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
��—

９
２
６
０
）

1�

■
人
権
相
談

と　

き　

５
月
９
日
（
水
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

南
日
向
公
民
館

■
行
政
相
談

と　

き　

５
月
９
日
（
水
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

南
日
向
公
民
館

＊　
　
　

＊

と　

き　

５
月
1�
日
（
水
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

■
法
律
相
談(

要
予
約)

と　

き　

５
月
1�
日
（
水
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

(

☎
�9—

２
２
０
９
）

＊　
　
　

＊

と　

き　

５
月
1�
日
（
木
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

(

☎
��—

２
１
１
１
）

■
年
金
巡
回
相
談

と			

き　

５
月
��
日
（
水
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と			

き　

５
月
９
日
（
水
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

障
害
者
セ
ン
タ
ー　
　

(

☎
��—

５
４
３
４)

■
女
性
に
よ
る

　

女
性
の
た
め
の
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き
（
月
、
火
、
木
、
金
）　

1�
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」

(

☎
��—

１
６
６
０
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と　

き　

５
月
�1
日
（
月
）

10
：
00
～
1�
：
00

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん

課
介
護
給
付
係

（
☎
内
線
２
１
７
６
）

■
納
税
は
便
利
な

　

口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及
び
支
所

で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。
振
替
日

は
毎
月
��
日
で
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

　

日
向
市
で
も
、
平
岩
の
笹

野
で
勝し

ょ
う
ぐ
ん
じ
ぞ
う
そ
ん
ざ
ぞ
う

軍
地
蔵
尊
坐
像
や

阿あ

み

だ

に

ょ

ら

い

ぞ

う

弥
陀
如
来
像
、
疱ほ

う
そ
う
が
み
ぞ
う

瘡
神
像
、

利り
け
ん
ろ
く
じ
み
ょ
う
ご
う

剣
六
字
名
号
の
掛
軸
な
ど
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
富
高
・
西
川
内

で
発
見
さ
れ
た
十
一
面
観
音
像
と

と
も
に
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
木
喰
行
道
の
よ
う
な

修
業
僧
は
、
武
士
や
貴
族
よ
り
も

庶
民
に
親
し
ま
れ
、
尊
敬
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
笹
野
や
西
川
内

の
人
々
も
木
喰
行
道
の
中
心
を
察

し
て
浄
財
を
提
供
し
、
国
分
寺
の

再
建
に
協
力
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

木も
く
じ
き
し
ょ
う
に
ん

喰
上
人
と
は
、
米
や
穀
物

を
絶
ち
、
木
の
実
や
野
菜
だ
け
を

食
べ
て
修
業
す
る
僧
侶
の
こ
と
で

す
。

　

日
向
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ

木
喰
上
人
と
し
て
は
、
江
戸
時
代

の
初
期
に
甲
斐
国
（
山
梨
県
）
で

生
ま
れ
、
五
十
六
歳
の
と
き
に
諸

国
行
脚
の
旅
に
出
た
木
喰
行
道
上

人
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

木
喰
行
道
は
、
天
明
八
年

（
一
七
八
八
年
）
に
日
向
国
へ
来

て
、
国
分
寺
（
西
都
市
）
の
住
職

と
な
り
ま
し
た
が
、
三
年
後
に
寺

の
本
堂
が
火
事
で
焼
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
日
向
国
内
を
東
奔
西

走
し
て
施
主
を
募
り
、
国
分
寺
再

建
の
浄
財
（
寄
付
）
を
集
め
て
ま

わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
お
礼
に
仏

像
な
ど
を
彫
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

県
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
西
都

市
を
は
じ
め
宮
崎
市
、
佐
土
原
市
、

清
武
町
な
ど
か
ら
木
喰
行
道
の
つ

く
っ
た
彫
刻
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
浄
財
を

集
め
て
い
た
こ
ろ
の
作
品
で
す
。

■
木も

く
じ
き
ぎ
ょ
う
ど
う
し
ょ
う
に
ん

喰
行
道
上
人

納期限内に納めましょう

軽自動車税
（納期　5 月 1 日〜 5 月 31 日）
（口座振替日　　　5 月 25 日）

税の納期

郷土の文化財を
訪ねて　　   ⑪

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
☎
内
線
２
４
１
５
）

名
も
な
い
庶
民
に
支
え
ら
れ
て
い

た
木
喰
行
道
は
、
わ
ず
か
二
年
間

で
国
分
寺
の
再
建
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、寛
政
九
年
（
一
七
九
七

年
）
に
日
向
国
を
去
り
、
再
び
修

業
の
旅
に
出
ま
し
た
が
、
旅
の
途

中
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
和
歌
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。

「
皆
人
の
姿
か
た
ち
は
み
ゆ
れ
ど

も
心
の
姿
み
る
人
も
な
し
」

「
あ
さ
ま
し
や
宝
と
思
ふ
金
銭
を

捨
る
命
は
宝
な
ら
ず
や
」

＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

歴 史 探 訪

勝
軍
地
蔵
尊
坐
像

（
写
真
提
供
：
平
岩
地
蔵
尊
奉
賛
会
）

ス ポ ー ッ相 談 日 程

●
申
し
込
み
方
法　

市
役
所
（
市

民
課
）、
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
、
各
支
所
、
大
王
谷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
日
知
屋
公
民

館
に
あ
る
申
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
環
境
整
備

課
ま
で
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
出
店
申
込
書
な
ど
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。
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健康はみんなで
つくる宝物

■
食
後
す
ぐ
運
動
し
な
い
よ

う
に
言
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
？

　

食
後
は
消
化
器
官
に
血
流
が
集

中
す
る
の
で
、
で
き
れ
ば
食
後
す

ぐ
の
運
動
は
避
け
る
の
が
理
想
的

で
す
。
食
後
は
消
化
の
た
め
に
胃

腸
に
た
く
さ
ん
の
血
液
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
運
動
を
す
る
と
筋

肉
の
ほ
う
へ
大
量
の
血
液
が
使
わ

れ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
胃
腸

に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
運
動
強
度
が
高
い
ほ
ど
筋
肉

や
心
臓
へ
の
血
液
量
は
増
え
、
反

対
に
胃
腸
な
ど
消
化
器
系
の
内
臓

へ
の
血
液
量
が
減
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
食
後
は
、
１
～
２

時
間
程
度
あ
け
た
ほ
う
が
良
い
の

で
す
が
、
ハ
ー
ド
な
運
動
で
な
け

れ
ば
、
そ
こ
ま
で
休
む
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
軽
い
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
程
度
の
運
動
で
あ
れ

ば
、
多
少
休
息
時
間
が
短
く
て
も

問
題
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

食
事
の
量
を
軽
く
し
た
り
、
消
化

の
良
い
も
の
を
選
ん
だ
り
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
ペ
ー
ス
を
落
と
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
胃
腸
な
ど
へ
の

負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
会
社
の
昼
休
み
な
ど
限
ら
れ

た
時
間
内
で
し
た
ら
、
こ
の
よ
う

な
工
夫
で
実
行
で
き
る
で
し
ょ

う
。
糖
尿
病
の
人
に
つ
い
て
は
、

食
後
に
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
食

事
摂
取
に
よ
り
上
が
っ
た
血
糖
値

を
速
や
か
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
食
後
に
運
動
す
る
と
体
内

の
糖
質
が
燃
焼
し
血
糖
値
を
下
げ

る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
補
う
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
場
合
も
、
食
後
す
ぐ
は
避
け
、

一
定
程
度
は
休
息
し
て
か
ら
行
う

よ
う
に
し
ま
す
。
目
安
と
し
て
は
、

消
化
が
落
ち
着
き
、
血
糖
値
が
上

昇
し
て
く
る
食
後
�0
分
か
ら
１
時

間
程
度
が
良
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、

血
糖
を
抑
え
る
薬
を
服
用
し
て
い

る
人
は
、
運
動
に
よ
っ
て
低
血
糖

に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
服
薬
中
は
、
食

前
な
ど
の
空
腹
時
や
血
糖
値
が
上

が
っ
て
い
な
い
食
後
す
ぐ
の
運
動

は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

各
自
の
身
体
状
況
や
目
的
に
よ
っ

て
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
胃
腸
に

十
分
な
血
液
が
流
れ
る
よ
う
、
食

後
は
一
定
程
度
休
息
す
る
と
い
う

の
が
基
本
で
す
。

■
「
第
12
回
健
康
ま
つ
り
」

ハ
イ
ハ
イ
競
争
出
場
児
募
集

●
開
催
日　

６
月
��
日
（
日
）

●
受
付
時
間　

午
後
０
時

●
集
合
場
所　

サ
ン
ド
ー
ム
日
向

●
申
し
込
み
方
法　

６
月
８
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
健
康
ま
つ
り
実
行
委
員
会
ま

で
「
お
子
さ
ま
の
お
名
前
・
生
年

月
日
・
保
護
者
氏
名
・
電
話
番
号
」

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
温
泉
へ
入
ろ
う
⑫

　

昭
和
�0
年
代
の
都
市
部
で
は
、

お
風
呂
の
あ
る
住
宅
は
少
数
で
、

銭
湯
通
い
が
一
般
的
、
内
風
呂
は

む
し
ろ
農
漁
村
に
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
例
え
ば
東
京
近
郊
で
は
、

宅
地
に
な
る
前
の
農
地
に
、
ま
ず

は
銭
湯
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
周
辺

に
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
と
い
う
光
景

も
あ
り
ま
し
た
。
銭
湯
は
こ
の
よ

う
に
人
々
が
暮
ら
す
環
境
を
作
る

宅
地
開
発
の
核
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
と
て
も
重
要
な
存
在
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
頃

に
は
、
近
所
の
お
風
呂
の
あ
る
家

で
入
浴
す
る
「
も
ら
い
湯
」
と
い

う
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
銭
湯
通

い
に
し
て
も
、
も
ら
い
湯
に
し
て

も
、
毎
日
入
浴
す
る
な
ど
、
夢
の

よ
う
な
話
で
し
た
。
内
風
呂
が
あ

る
場
合
に
は
、
風
呂
桶
は
、
木
製

浴
槽
が
主
で
し
た
。
昭
和
の
初
期

ご
ろ
か
ら
出
始
め
た
銅
ま
た
は
鋳

物
の
風
呂
釜
で
、
薪
や
石
炭
を
く

べ
て
お
風
呂
を
沸
か
し
て
い
ま
し

た
。
水
を
く
ん
だ
り
、
お
湯
を
沸

か
し
た
り
と
い
う
こ
と
は
、
大
変

な
作
業
だ
っ
た
の
で
、
お
湯
を
減

ら
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
が

ら
入
浴
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

日向サンパーク
温泉へ行こう

レディースランチ
おねだん　　　９８０円

月から登場した新
メニューです。プ

リプリの大きな海老フラ
イやチキン南蛮、手まり
寿司などが味わえ、さら
に選べるデザート付き
で、お値段も内容もお得
なランチです。オーシ
ャンデッキで、ランチ
カフェ等いかがですか。

O

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

・T
A

B
E

T
E

N
N

A
I

レ
ス
ト
ラ
ン
潮
音
情
報

■問い合わせ
日向サンパーク温泉

「お舟出の湯」まで。
☎ 56 － 3800
●営業時間
午前 10 時〜午後 10 時
●５月の休館日

７日（月）・21 日 ( 月 )
※毎月第１・第３月曜日

■市民の皆さんへお得な情報です

＊お舟出とくトクカレンダー＊
12月からサービスの内容が変わり
ました！　どうぞご覧ください。

http://www.city.hyuga.miyazaki.

jp/sunpark/calendar/kindex.php

４

■
お
舟
出
の
湯

　

５
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

定
期
寄
席

５
月
1�
日
（
土
）
午
後
１
時
�0
分

～
毎
月
第
２
土
曜
日

第
７
回
お
舟
出
の
湯

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

５
月
�0
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
所　

温
泉
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

※
出
店
者
募
集
中

　

出
店
料　

１
組
５
０
０
円

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
パ
ッ
ク

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＋
弁
当

　

＋
温
泉
入
浴
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
）

お
１
人
様
料
金　

１
、２
８
０
円

■
申
込
み
先　

健
康
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
）（
☎
内
線
２
１
８
４
）（
Ｆ
Ａ

Ｘ
��—

１
４
２
３
）
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▼
今
月
号
か
ら
広
報
ひ
ゅ
う
が
の
担
当
が
〈
さ
〉

に
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
〈
Ｋ
〉
の

席
は
、
ま
だ
〈
さ
〉
の
す
ぐ
近
く
な
ん
で
す

け
ど
・
・
・
。
▼
皆
さ
ん
、
６
年
間
、
ほ
ん

と
う
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

▼
こ
の
４
月
、
と
う
ご
う
を
飛
び
出
し
広
報
担

当
に
着
地
し
た
〈
さ
〉
で
す
。
▼
慣
れ
な
い

環
境
に
慣
れ
な
い
仕
事
、
お
ま
け
に
〈
Ｋ
〉

が
→
を
書
き
残
し
長
期
出
張
に
お
出
掛
け
。

ト
ホ
ホ
な
日
々
に
気
は
焦
り
、
入
稿
〆
切
は

迫
る
ば
か
り
・
・
・
▼
と
は
い
え
、
担
当
と

な
っ
た
か
ら
に
は
全
力
で
。
目
指
す
は
「
市
民

の
目
線
に
立
っ
た
市
民
共
有
」
の
広
報
誌
づ
く

り
。
▼
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 人　口 62,996 人 〈 －319〉
 男 29,624 人 〈 －142〉
 女 33,342 人 〈 －117〉
 世帯数 24,174 世帯 〈   －55〉

 転　入 313 人 転　出 620 人
 出　生 47 人 死　亡 59 人
  面　積　（H18.2.25 〜）  336.29km2

こ
ち
ら
編
集
室

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
５
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　

��
日
（
金
）

対
象
／
平
成
19
年
２
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
５
月
９
日
（
水
）

対
象
／
平
成
18
年
10
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
５
月
��
日
（
火
）

対
象
／
平
成
18
年
４
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
５
月
1�
日
（
水
）

対
象
／
平
成
1�
年
10
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
５
月
1�
日
（
木
）

対
象
／
平
成
1�
年
10
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間

・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児

　

午
後
０
時
��
分
～
１
時
1�
分

・
３
か
月
児
・
７
か
月
児

　

午
後
１
時
～
１
時
�0
分

・
１
歳
児
／
午
前
９
時
�0
分
～
10
時

　

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。海野　沙

さ

和
わ

ちゃん
( 財光寺 )

田口　洸
だん

ちゃん
( 高砂 )

乳
幼
児
健
診

市役所は☎ 52 － 2111・東郷町地域自治センターは☎ 69 － 2111

日曜在宅医の確認は☎ 53－1214 へ

日向市保育協議会
（☎ 53ー5857）

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

テレホンサービス

〈
さ
〉

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
生
ま
れ

た
と
き
の
体
重
が
２
，
５
０
０
㌘

未
満
の
低
体
重
児
に
関
す
る
届
出

先
が
宮
崎
県
（
日
向
保
健
所
）
か

ら
日
向
市
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
生
時
、
低
体
重
児
の
保
護
者

の
方
は
、
母
子
保
健
法
第
18
条
に

基
づ
き
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
別
冊
に
あ
る

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
ず
ご
投
函
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
生
ま
れ
た
と
き
の
体
重
が
２
，

５
０
０
㌘
以
上
で
あ
っ
て
も
、
育

児
不
安
や
心
配
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
ハ
ガ
キ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保
健
師
が
ご
家
庭
に
電
話
ま
た
は

訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
づ

く
り
課
（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
内
線
２
１
８
３
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
��—

１
４
２
３
）

●会場　日向市民健康管理センター　●問い合わせ　☎内線２１８４

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
、
そ
れ
ま
で
元

気
で
あ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
睡
眠

中
に
何
の
前
ぶ
れ
も
な
く
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　

原
因
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
次
の
３
点
を
日
ご
ろ
か
ら
心

が
け
る
こ
と
で
、
こ
の
病
気
の
発

生
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

１
．
赤
ち
ゃ
ん
を
寝
か
せ
る
時

は
、
あ
お
向
け
寝
に
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
医
学
上
の
理
由
か

ら
医
師
が
う
つ
ぶ
せ
寝
を
勧
め

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
と
き
は
、
医
師
の
指
導
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

２
．
妊
娠
中
や
赤
ち
ゃ
ん
の
周
囲

で
、　

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

３
．
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま

し
ょ
う
。

～止まって確認！無事故に挑戦～

２月中の交通事故
 人身事故 死亡 負傷者 物損事故
　45 件 1 人 50 人 75 件
 （－ 8） （＋ 1） （－ 19） （＋ 4）

日向市の人口と世帯
　（含む外国人登録者／ H19.4.1 現在）

低
体
重
児(

２
５
０
０
ｇ
未

満)

の
届
出
先
が
変
わ
り
ま

し
た
。

健 康 家 族 温 泉 館 報

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
予
防
の
た
め
に

海の見えるレストラ
ンでお食事をして見
ませんか？

■
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
☎
内
線
２
１
８
２
）

〈
Ｋ
〉
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